
八千代自然エネルギー市民協議会

「みんなで創る！市民発電所のつくり方」
~3.11から8年・地域主導の再エネを実践から展望する～

2019/1/20



【ビジョン】

①エネルギーの地産地消

②多摩ニュータウン地域に横展開
③ソーシャルビジネス

地域で再エネ普及をめざす会員制の市民団体
（現会員数）180名

（サポーター） （プレーヤー）
地域発電所を作る実働部隊

双子の組織、多摩エネ協と多摩電力の誕生

TAMA EMPOWER All rights reserved



【実施体制】 【協議会委員】

●2012年度環境省委託事業「地域主導型再生可能エネルギー事業化検討業務」に採択（3年間の委託事業）
●地域協議会で事業の方向を検討（メンバー：学識経験者、地方行政、商工会議所、地域金融機関ほか）
●年間7～8回の本会議開催と、常設専門委員会（資金調達、広報、技術、PPP等）の活動

環境省モデル事業に採択
「多摩市再生可能エネルギー事業化検討協議会」

TAMA EMPOWER All rights reserved



屋根上太陽光発電のモデル事業

①市民ファンドで
市民から資金調達

②地域金融機関
からの融資

市民ファンドで4,500万円、地域金融機関から1.2億円調達

➤人・モノ・カネを地域で回す
➤市民ファンドで資金調達➤売電収益を地域還元

TAMA EMPOWER All rights reserved



（多摩市・日野市・青梅市：13か所650kW）

多摩電力の市民発電所

TAMA EMPOWER All rights reserved



人材育成

地域の未来を担う“次世代”の育成

①小中学生のエネルギー環境教育

市教委との連携(ESD)／出前授業(5校:2013年度)

市内モデル校とエネルギー授業(6年生)共同開発(2014年度)

②大学生向けの次世代教育

1年間の実践的

リーダー育成プログラム
「地域のプロデューサー育成」

8大学17名・7プロジェクト(2013)

7大学10名・地球環境基金採択 (2014)

TAMA EMPOWER All rights reserved



【ミッション】
「人・まち・組織をエンパワーすることを通じて再生可能エネルギー100%地域実現に寄与する」

【資本金】15,000,000円

【役 員】山川勇一郎（代表取締役社長）
山川陽一（取締役会長）
水上貴央（弁護士・Socio Forward代表：社外取締役）
町井則雄（元･日本財団・sinKA代表取締役：社外取締役）

【社 員】4名（電気技術者3名、アルバイト1名 2019年1月現在）

【事業内容】
①地域エネルギー推進事業
太陽光導入支援、自家消費設計、ソーラーシェアリング

②コンサルティング事業
企業・自治体等の再エネ計画策定支援・調査事業

③教育事業
講演・講義・ワークショップファシリテーション

【展開エリア】
東京多摩地域を中心とした首都圏

【ネットワーク】
全国ご当地エネルギー協会 正会員
市民電力連絡会 正会員
新エネルギー革命会 正会員 TAMA EMPOWER All rights reserved



ビジョンと戦略

都市部の再エネ
マーケットに注力
住宅市場は堅調に推移／
屋根上ノウハウの洗練化／
多摩市以外の首都圏に拡大

地域密着の施工
販売網の構築
市民電力のネットワークを
活かした市場開拓／
地域密着施工店による施工・管理

ネットワークで
規模の創出
機器調達コストの低下／
都市型O&M／事例共有

事業の展開
太陽光発電事業、自家消費設計、
蓄電池、機器卸売業
コンサルティング／自治体連携

・上記を仕組み化
・自社の支店を拡大するより、地域で主体になる人を増やす

TAMA EMPOWER All rights reserved



課題意識と着眼点

・高い理念
・地域性
・多くの仲間

・技術力
・資金調達力
・マネジメント力
・継続性

（優位点）

（課題）

市民電力・ご当地電力

・市場開拓力
・資金力
・総合技術力
・情報収集力
・調達力

（優位点）

（課題）

施工業者

・地域密着サービス
・施工能力
・地域の信用の蓄積
・地域経済波及効果

屋根オーナーの
懸念

・理念と熱意にはいいが…

・高い買い物にならないか

・しっかりした工事をして
もらえるだろうか

・10年後、20年後まで
面倒を見てもらえる
だろうか

・専門知識に不安がある 等

TAMA EMPOWER All rights reserved

➤地域主導の再エネを後押しし、社会を変える力に。

たまエンパワーの役割

市民団体と地域事業者の優位点を生かしつつ、足りない部分を補って社会的に影響力を
持つ集団になる後押し（エンパワーメント）をする役割を担う



地域が主役になる仕組み～ホワイトフランチャイズ®

建物オーナー

施工パートナー
（CP***)

営業支援
(R)

案件開拓

たまエンパワー

（TEP）

仕組みづくり

展開パートナー
(SP*・LP**)

商品卸(R)
技術支援

メーカー・商社

仕入

マッチング

地域の施工店

リフォーム業者
ご当地電力

PPS代理店など

幼稚園・保育園
福祉施設・病院
公共施設・企業
等地域の建物

【主なターゲット】

ホワイトフランチャイズ（WFC）とは、事業展開のスピードや合理性というフランチャイズ制度が有する特徴の上に、
公平性と社会性を加味し、本制度の構成員全員がWin-Winの関係を築く仕組みです。

WFCの理念

１．地域において再生可能エネルギーの普及やCO2削減等の活動を通じて地球環境の改善に寄与すること
２．事業性と社会性の両立を図ること
３．オープンでフェアな運営を行うこと
４．各構成員の独立性を維持しつつ、役割が異なるメンバー同士がWFCネットワークを通じて相互補完関係を築くことに

より、各個単独では実現できない競争優位性を有するビジネスモデルの実現をめざすこと

➤25企業・団体がパートナーシップ契約（※加盟検討中含む 2018.4現在）

TAMA EMPOWER All rights reserved

*SP=展開パートナー
**LP＝地方パートナー
***CP＝施工パートナー



eneflora（エネフローラ）は
、ホワイトフランチャイズ®を
通じて展開する太陽光発電＋
蓄電池システムの商品名

屋根上太陽光の事業化パッケージ～eneflora(エネフローラ)

enefloraのサービスパッケージ

指定機器
（長期保証付）

遠隔監視装置 自然災害保険

地域事業者による

責任施工とアフターサービス

教育＋ ＋ ＋

×

＋

定期点検・緊急時出動
常時遠隔監視・年次レポート

パネル 出力保証20年

パワコン 機器保証10年

架台 機器保証10年

全数遠隔監視装置付
パワコン使用

10年間の付保
保険会社と一括契約

ご要望により
アレンジ

オプション

安心見守り
サービス

特徴：
①お客様の多様なニーズに合わせた最適方法の提案（FITにこだわらない）
②世界の良品を納得価格で提供（適正に価格を下げる）
③安心保証と安心サービスの実施（設備の長寿命化は社会的要請）

TAMA EMPOWER All rights reserved



私たちは、世界中にある太陽光発電機器をゼロベースでリサーチし、「指定機器」に。
WFCネットワークを活用し、できる限り低価格を実現しました。

本当に良いものを、妥協せずに選択。

３．パワーコンディショナー
SMA(ドイツ) 4.5kW

１．太陽光モジュール
日本・ドイツメーカーを選択

出力
25年
保証

機器
10年
保証

標準
遠隔
監視

機器
10年
保証

２．取り付け架台
軽量・耐風圧・屋根を極力傷つけない
「置き型」工法

※陸屋根の場合

製品
12年
保証

３．パワーコンディショナー
ソーラーエッジ(アメリカ) 5.5kW

最大
20年
保証

標準
遠隔
監視

TAMA EMPOWER All rights reserved



日本における屋根上太陽光の現状と課題

屋根上設置に関する一般的課題

・異常気象
台風巨大化

・高い安全意識

・新耐震基準
・屋根荷重不十分
・長期安全性

・改修時期との
アンマッチ

・防水保証切れ

①耐風圧 ②耐荷重 ③漏水

・高い安全基準
・膨大な書類作
成負担

・ﾒｰｶｰの信頼性

・合意形成
(分譲の場合)

・大規模改修の
タイミング

・耐荷重
・建物の持続性

①公共施設 ②マンション ③工場

建物属性毎の課題

【10~50kW未満】
34.6万円

12.9万円
18.8万円

3.1万円

日本とドイツの太陽光発電のコスト比較
（自然エネルギー財団 木村啓二、Romain Zissler 2016.1）

施工生産性の向上余地

※その他、仲買の階層構造など商慣習の問題、国内メーカー主導の
施工・保証制度（家庭用）、建築・設計分野の人材の理解不足など、
設置を阻害する要因、コストダウンを抑制する要因は複数存在する。

・日本の太陽光業界において、FITから自家消費への移行は
政策的方向性

・大きな電力需要を抱える都市部の屋根（高圧施設）は、
エネルギー自給率向上・地産地消推進のための有用資源
東京だけでも860万キロワットのポテンシャル(H24環境省)

・高圧施設の電力小売単価は概ね15～16円/kWhで推移。
発電単価が小売単価を下回る（グリッドパリティ）ことが
当面の目標

・投資回収の目安（※FITに依らない設置ケース)は金融機関
からの借り入れやリース適用を前提とした場合、
概ね10年以内。

現状認識とコスト目標

TAMA EMPOWER All rights reserved

➤工事費に余地（仮説）



DiO（Do it Ourselves）～楽しく、安く、発電所をつくる

プロの指導の下、参加者自ら太陽光発電の設置を行うこ
とで、市民の参画意識を高めつつ、 プロと素人の適正な
役割分担によって施工コストを低減。

TAMA EMPOWER All rights reserved



まなび・あんしん・ローコスト

工程分析と作業分解

・工事にかける工数のうち、50%以上は電気工事士の専門外の
作業（前後工程を含めると更に割合UP)＝工事シェアリング
➡施工費の10-15%の削減余地（※弊社試算による）

・上記に加え、工程毎の作業の見直し、標準化・効率化を実施

ドイツ製架台を使用し、
施工を標準化・参画可能に

地域がイニシアティブを持ち、地域の利益創出に資する取り組みをつくり、育てて
いくことが長期的に見た地域の発展につながる。

（K2systems社製）



パートナーによる発電所の建設事例（※抜粋）

物流倉庫 80kW,270kW
（2018年度建設予定）

デイサービス施設
（13.52kW）

賃貸マンション
（18.90kW：DiO)

保育園
（10.80kW一部DiO）

事務所
（3.78kW ※一部DiO）

介護付き老人ホーム
（15.12kW）

TAMA EMPOWER All rights reserved

介護付き老人ホーム
（46.8kW）

➤次のステップは、FIT→非FIT自家消費



日本のエネルギー業界の現状

【電気料金に占める再エネ賦課金割合】

現在（2017） 2.64円/kWh
電力単価（高圧） 15円/kWh

賦課金割合 15%
↓

将来（2030） 5円/kWh
電力単価（高圧） 15円/kWh

賦課金割合 25%

再エネ賦課金の上昇 燃料調整費の乱高下

過去10年間で2.76円～-4.71円

7.47円の差

高圧単価15円/kWhの

約50%を占める。

かつ、自分たちではコントール不能。

➤中期的に電気は値上がりかつ不安定に
TAMA EMPOWER All rights reserved



太陽光発電のシステム費用の低下

【出典】http://image.itmedia.co.jp/l/im/smartjapan/articles/1801/10/l_rk_180110_top01.jpg

➤システム費用の低下＝発電単価の低下

➤20年稼働で見ると、
発電単価は買電単価より安くなりつつある

TAMA EMPOWER All rights reserved



FITと自家消費の違い

・固定価格で電力会社が買取
・原資は賦課金
・環境価値は国民に帰属

売電のほうが作って使うより得

FIT
（作って売る）

東京電力

売電
（５）

買電
（10）

発電
（５）

非FIT自家消費
（作って使う）

東京電力

消費
（５）

買電
（５）
▲５

発電
（５）

・発電した分、電力会社から
電気を買わずに済む（節電）

・環境価値は発電事業者に帰属

作って使うほうが買電より得

➤（電力小売） ➤（電力小売）



自家消費太陽光のメリット

１．安定した価格 ２．クリーンな電気

３．災害時の安心 ４．投資回収後はほぼ0円電源に

➤乱高下する燃料調整費の影響がありません
➤漸増する再エネ賦課金の影響がありません

➤太陽光発電で削減されたCO2を施設のエネル
ギー削減量にカウントできます（温対法対応）
➤RE100等の動きい対応

➤災害・停電時も太陽が照っている限りは、発電し
ます。避難所での電源としてご活用いただけます。

➤投資回収後はほぼゼロ円*電源に
➤法人様により税制優遇適用も

TAMA EMPOWER All rights reserved



地域課題を解決する～地域新電力

TAMA EMPOWER All rights reserved



発電
（つくる）

電力自由化と地域新電力の位置づけ

送配電
（おくる）

小売
（届ける）

9
電
力
会
社

➤

発電 発電 発電

送電
（特定送配電事業者）

小売 小売
(新電力)

戦後 2020

自由化

地域
サービス

配電

地域新電力
シュタットベルケ

特高

高圧

低圧

TAMA EMPOWER All rights reserved



めぐるでんきの会社概要

商号
めぐるでんき株式会社

MEGURU Energy Co.,Ltd.

本店所在地
東京都板橋区板橋３-４-９

メゾン・ド・フルール板橋１０１

設立 2017年8月1日

事業内容

• 再生可能エネルギーによる発電事業
• 電力小売事業（小売電気事業者登録）
• スマートシティ／スマートコミュニティ事業
• 社会インパクト投資事業

資本金 1,000万円（資本準備金含）

株主構成

渡部健
たまエンパワー株式会社
（20%出資：関連会社）
藤井克昌

役員構成
代表取締役 渡部健
取締役 山川勇一郎
取締役 藤井克昌

取引行
三井住友銀行 ときわ台支店
西武信用金庫 池袋支店

23

TAMA EMPOWER All rights reserved

Mission

再生可能
エネルギー
100％社会

持続可能な
コミュニティ
自立分散×

多様共生型社会

スマートコミュニティを
自分たちの手でつくる。



“でんき”の特徴と地産地消の意義

24

でんきは誰もが身近に利用している商材
使うか・使わないか、という選択ではなく、どの電力会社から買うか、あるいは自分で
創って使うか、それを選択するもの＝税金に近い形のもの

電力会社

電気代

めぐるでんき

電気代

地域を
より良くするための
でんきの選択

地域課題解決

地域でお金がめぐり
地域の豊かさになって

戻ってくる

電気代の一部を
地域に再投資

外部流出

TAMA EMPOWER All rights reserved



めぐるでんきの４つの事業

めぐるでんきは東京板橋生まれの地域新電力会社です。
再生可能エネルギーを地域で作り、地域で使い、その利益を福祉や教育など

地域の未来をつくる活動に循環させます。
そうした活動を通じて好循環を起こし、自立共生型社会を実現させます。

私たちは多種多様な人たちをともに真に豊かな暮らしを自分たちの手で作ります。

1. 再生可能エネルギー開発事業
（＝再生可能エネルギーをつくる）

わたしたちは、再生可能エネルギー100%社会
を本気で目指しています。そのために、太陽光発
電をはじめとする発電所を地域内外に積極的につ
くります。

2. 電力小売事業
（＝地域で電力を供給する）

わたしたちは、再生可能エネルギーをふんだん
に取り入れた電気を地域に届けます。まずは企業
や公共施設などからスタート。その後、一般家庭
に順次拡大します。

4. スマートコミュニティ事業
（＝スマートコミュニティをつくる）

わたしたちは、再生可能エネルギーやIoTやAI（
Artificial Intelligence：人工知能）など次世代の
技術を積極的に活用して、地域で暮らし、地域で
働く人たちを、もっと豊かに、もっと楽しくする
仕組みやサービス、コミュニティを創造します。

3. ソーシャルインパクト投資事業
（＝地域の社会事業にお金を回す）

わたしたちは、電力事業から得られた利益の一
部を、板橋の産業振興、子供のための未来教育、
福祉、環境など地域における課題解決のために本
気で挑戦する企業や団体に投資することで、より
よい未来を共に作る仲間を地域に増やします。

TAMA EMPOWER All rights reserved



板橋区スマートシティ認定プロジェクトスキーム

板橋区および区内の企業の屋根を借りて、
①太陽光発電をめぐるでんきが設置して、施設に電気を直接供給
②太陽光発電で足りない電気を、系統から供給
③蓄電池を設置して、太陽光発電と連携
④電力マネジメントシステムを設置

①

②
③

④

非FIT売電

電力小売

創蓄連携
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板橋区スマートシティ
第1号プロジェクト認定

➤新電力による「非FIT屋根借り」



電気を選択することを通じて地域のプロジェクトを応援

地域スポーツ振興

次世代教育（FabLab)

知的障碍者アート

としま情熱基金

（セキュリテbyミュージックセキュリティーズウェブサイトより）

【イメージ】
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➤地域応援プラットフォーム「めぐるスイッチ」の立ち上げ
家庭用低圧小売の開始（2019.4月予定）


